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	申込方法
	・申込日に応じて、上表のとおり、順次受講できます。視聴できる動画の内容は同じです。 ・受講決定時に視聴用のパスワード等をメールにてお送りいたします。なお、視聴用のパス 　ワード等を 施設・事業所内で共有いただければ、どなたでもご視聴いただけます。 ・申込は、「オンライン受付システム」にログインし、施設・事業所毎にお申込みくださ 　い。 詳しいお申込み方法は別紙「オンライン受付システム操作方法」または財団ホーム 　ページをご覧ください。

	受講者の声
	生産性向上という言葉を聞いて難しいイメージを持っていましたが、身近なことが多い事や、既に実践している事もある事に気づかされました。
	働き方の見直しをしなければと考えてはいるものの、なかなか実行できずにいる中で、改善に取り組むための事前準備、考え方を学べて参考になりました。
	生産性向上の動きはしなければならない事は知っていたが、なかなか負担が大きいと考え踏み出せていないが、他法人の実例等を見て少しだけ、前向きになれました。
	本来の目的、利用者さんへのケアの時間を作るためのものであること、ケアの質の向上であることを改めて確認できました。
	生産性向上セミナーHPはこちら https://kaisapo-tokyo.jp/seminar/seminar_seisan/
	・受講に必要なパソコン等、通信回線その他設備は、受講者様の責任により設定及び管理をお願いします。 ・本研修のコンテンツの複製（録画、録音、撮影、画面キャプチャ取得など）、上映、送信・配信・翻案、 　翻訳、二次利用等は禁止です。 ・申込にかかる個人情報については、当財団の個人情報保護規定に基づき適正に取扱い、お申込みいただい 　た研修実施に関わる事務（参加決定、受付等）の目的を遂行するために使用します。 　なお、ご了承をいただいた場合に限り、今後実施するセミナーのご案内を差し上げる場合がございます。


	【問い合わせ先】介護職場サポートセンターTOKYO
	公益財団法人 東京都福祉保健財団　
	TEL：03-3344-7275　 メール：genbakaikaku-seminar@fukushizaidan.jp



